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農
と
共
に

2
0

1
5

の
一
言
に
つ
き
ま
し
た
。今
は
、自
分
を
支
え
て

く
れ
る
多
く
の
仲
間
や
先
輩
方
の
お
か
げ
で
楽

し
さ
や
、や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

― 

こ
れ
か
ら
青
年
部
活
動
で
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
課
題
は
あ
り
ま
す
か 

―

　
大
き
な
課
題
と
し
て
、盟
友
数
減
少
の
歯

止
め
で
す
。何
を
行
な
う
に
も
人
数
と
活
気
だ

と
思
い
ま
す
。さ
ら
に「
売
る
楽
し
さ
」を
多
く

の
盟
友
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。現
在
青
年
部

活
動
の
一
環
と
し
て
、市
内
の
イ
ベン
ト
や
、静

岡
県
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
フ
ェス
ティ
バルへ
の
参
加
、

そ
し
て
信
州
中
野
い
き
い
き
館
や
オ
ラ
ン
チ
ェ

で
、農
産
物
の
対
面
販
売
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、こ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、更
に
各
地

に
足
を
運
び
、中
野
市
農
産
物
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
中
野
市
農
業
を
担
う
青
年
部

盟
友
に
向
け
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
―

　
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
時
代
、や
り
よ
う
に

よ
っ
て
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。「
若
い
か

ら
出
来
る
青
年
部
」だ
か
ら
も
っ
と
出
来
る
。

そ
ん
な
強
さ
と
信
念
を
持
ち
何
事
に
も
恐
れ

ず
挑
戦
し
、そ
の
経
験
で
得
た
も
の
を
、今
後

の
肥
や
し
と
し
て
成
長
し
て
いっ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

―
土
屋
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
何
で
す
か
―

　「
楽
し
く
や
る
農
業
」を
い
つ
も
心
掛
け
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
親
し
ん
で
き
た

農
業
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、何
を
や
っ
て
も

お
も
し
ろ
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、努
力

や
経
験
を
積
み
重
ね
た
結
果
、自
分
の
思
い

通
り
に
な
っ
た
時
の
喜
び
は
格
別
で
、こ
の
次

も
ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
活
力
に
な
り
ま
す
。

　
農
業
と
青
年
部
活
動
へ
の
熱
い
思
い
を
語

る
土
屋
さ
ん
。お
子
さ
ん
の
話
に
な
る
と
、一

転
し
て
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。「
２
人
の
娘
と

過
ご
す
時
間
が
一
番
の
癒
し
で
あ
り
、大
切
に

し
て
い
ま
す
。目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
ね
」

と
笑
顔
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

農
業
の
道
を
歩
み
12
年
。現
在
は
、両
親
と
一

緒
に
ぶ
ど
う
、り
ん
ご
な
ど
の
果
樹
栽
培
を
営

ん
で
い
ま
す
。昨
年
の
3
月
に
青
年
部
委
員
長

に
就
任
し
、早
9
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。新
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、青
年
部
活
動
に
つ
い
て

熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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月
に
青
年
部
委
員
長

に
就
任
し
、早
9
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。新
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、青
年
部
活
動
に
つ
い
て

熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

― 

青
年
部
委
員
長
に
な
っ
て
の
感
想
は 

―

　
盟
友
１
２
０
人
の
代
表
と
し
て
、責
任
の
重

さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。就
任
当
時
は
緊

張
と
不
安
の
中
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、「
大
変
」
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今
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ク
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本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　  

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
新
年
の

  

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

月
号 

目
次

1

代
表
理
事
組
合
長

阿
藤 

博
文

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
穏
や
か
に
新
春
を
、ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
事
と
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
は
当
組
合
の
事
業
運
営
に
対
し
ま
し
て
、格
別
な
る
ご
協
力
と

ご
高
配
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、２
月
の
記
録
的
な
集
中
豪
雪
か
ら
始
ま
り
、８
月
の
大
雨
と

日
照
不
足
、更
に
御
嶽
山
の
噴
火
、神
城
断
層
地
震
、そ
し
て
12
月
の
大

雪
と
か
つ
て
な
い
多
く
の
自
然
災
害
に
苦
し
め
ら
れ
、農
業
施
設
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。被
害
に
あ
わ
れ
ま
し

た
皆
様
に
は
改
め
て
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
異
常
気
象
が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
昨
今
、生
産
技
術
対
策
や
気
象
災

害
対
策
な
ど
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
も
Ｊ
Ａ

中
野
市
は
万
全
の
支
援
体
制
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
政
府
の
成
長
戦
略
に
よ
り
、首
都
圏
や
一
部
の
大
企
業
を
中
心
に
景

気
は
上
向
い
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、一
方
で
地
方
経

済
や
中
小
企
業
・一
次
産
業
の
景
気
回
復
感
は
消
費
増
税
も
相
ま
っ
て

乏
し
く
、経
済
格
差
は
一
層
深
ま
る
傾
向
に
あ
り
、先
行
き
が
不
透
明
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」の
継
続
を
訴
え
た
衆
議
院
選
の
圧
勝
を
受
け
、政
府

は
成
長
戦
略
の
重
要
政
策
に
据
え
る
農
業
・
農
協
改
革
に
強
い
意
欲
を

示
し
て
い
ま
す
が
、米
価
下
落
や
ア
ベノ
ミ
ク
ス
下
で
の
円
安
に
よ
る
生
産

コス
ト
高
騰
に
よ
り
農
業
経
営
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、自
主
・
自
立
の
協
同
組
合
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

し
、産
業
競
争
力
会
議
や
規
制
改
革
会
議
と
いっ
た
官
邸
主
導
の
政
策

に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、根
拠
の
な
い
言
わ
れ
な
き
農
協
批
判
に
は

し
っ
か
り
と
反
論
し
、組
合
員
の
意
思
に
基
づ
い
た
説
得
力
の
あ
る
自
己

改
革
に
取
り
組
む
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、同
様
に
成
長
戦
略
に
位
置
付
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
早
期
妥
結
に
向

け
た
交
渉
が
加
速
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
何
が
国
益
に
か
な

う
の
か
を
踏
ま
え
関
係
団
体
と
連
携
し
、国
会
決
議
が
遵
守
さ
れ
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、消
費
税
率
アッ
プ
に
よ
る
消
費
減
退
や
原
価
高
騰
に
よ
る
食

料
品
の
値
上
げ
な
ど
、厳
し
い
販
売
環
境
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

中
、生
産
者
手
取
り
確
保
拡
大
に
向
け「
き
の
こ
」と「
園
芸
」を
両
輪
と

す
る
総
合
取
引
に
よ
り
、売
り
場
確
保
と
需
要
の
創
出
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。ま
た
、機
能
性
の
発
信
や「
信
州
中
野
」ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
、オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
、継
続
的
な
消
費

拡
大
に
努
め
ま
し
た
。

　
27
年
度
は
前
期
３
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
過
去
の
総
括
を
踏

ま
え
、引
き
続
き
農
業
づ
く
り
・
く
ら
し
づ
く
り
・
Ｊ
Ａ
づ
く
り
の
基
本

テ
ーマ
の
も
と
、皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、満
足
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
、

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
農
業
振
興
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
輝
か
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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3　相続対策におすすめのプラン ▶ 終身共済（1型）

平成27年1月1日以降の相続・遺贈から
相続税の基礎控除が改正・縮小されます。

5,000万円 ＋ 1,000万円×法定相続人の数

3,000万円 ＋ 600万円×法定相続人の数

改正前 基礎控除 課税対象

改正後 基礎控除 課税対象

４割縮小

　たとえ相続税がかからな
い場合であっても、相続人
への遺産分割は必要です。
相続財産の中で不動産の
占める割合が多い場合など
は、相続分どおりに分割する
ことが難しく、身内間での争
い（＝争族）に発展するケー
スも多くなっているようです。

〔 本所共済課 〕
０２６９-２３-３９５０

例）
●契約者・被共済者…50歳男性
●死亡共済金額…1,000万円
●65歳払込終了
●年払掛金…523,710円
●払込掛金の累計…7,855,650円

　　　　加入後すぐに、一生涯の補償。
　相続は突然やってきます。共済なら加入したその時から1,000万円の補償が得られます。ご加入と同
時に遺産分割、納税資金の相続問題に対処でき、さらに相続税がかかるご加入者には、生命共済の非
課税枠の適用により、節税効果を発揮します。

ポイント❶

　　　　増える楽しみがあります。
　掛け捨てではありません。約785万円の掛金で、1,000万円の共済金を受け取れます。急に資金が
必要となって解約した場合でも、解約返戻金を上回ります。将来の割りもどし金の楽しみもあります。

ポイント❷

　　　　受取人を指定できる。（残したい人に残せる）  また、すぐに現金化が可能。
　死亡共済金の受取人を指定することで、相続発生時に、確実に受取人に支払われます。また、遺産
分割協議が終了するまで、クローズ（口座の凍結など）される相続財産とは異なり、死亡共済金は受取
人ご自身の手続きにより、すみやかに現金化し活用することが出来ます。

ポイント❸

終身共済は保障が生涯続くので、いつ相続が発生しても死亡共済金が支払われるので、
相続発生時にこのメリットを最大限に活用することができます。

万一のとき　1,000万円 一生涯保証

払込掛金の累計 ： 約785万円

65歳時

70歳時

80歳時

解
約
返
れ
い
金

約776万円

約820万円

約899万円

1,000万円死亡共済金

JA共済 【14169990420】

1　節税対策（相続財産の評価対策） ▶ 「生命共済」の非課税枠の適用

　「生命共済」の死亡共済金には、相続税の非課税枠が設けられています。相続税が課税される方には、現金で財産を遺すより、相続財産評価
を引き下げ相続税額を軽減する効果があります。

なお、「死亡共済金受取
人」が相続人以外では、
非課税枠を利用するこ
とができませんので注意
が必要です。また、非課
税枠は、他の生命共済・
生命保険と合算して【５
００万円×法定相続人
の数】が限度となります。

契約者 = 被共済者で、死亡共済金受取人が相続人である場合、

【 ５００万円×法定相続人の数 】 の非課税枠が利用できます。
法定相続人が４人の場合、非課税枠は ５００万円×４人で２，０００万円 となります。

この非課税枠は相続人が受け取る死亡共済金の額に応じて按分されます。

次男長女長男配偶者掛金負担者（被相続人）

契約者・被共済者 死亡共済（給付）金受取人  【 法定相続人 】

「
生
命
共
済
」で
相
続
対
策
が
で
き
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

今
月
号
で
は
、平
成
２７
年
１
月
１
日
か
ら
相
続・遺
贈
に
よ
る
相
続
税
の
基
本
控
除
が
改
正・縮
小
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

Ｊ
Ａ
で
普
及
し
て
い
る「
生
命
共
済
」を
活
用
し
た
相
続（
遺
産
分
割
）対
策
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

50歳ご加入 65歳払込終了

2　遺産分割対策 ▶ 死亡共済金受取人の指定

◎受取人を指定できます。
　共済ご契約時に、死亡共済金の受取人をあらかじめ指
定しておくことで、円滑な遺産の分割継承ができます。受け
取った死亡共済金は、遺産分割協議の対象とならない受
取人の固有財産として「あげたい人への財産」となり、遺産
分割において「遺言と同様の効果」があります。また、受取
人は相続を放棄しても受け取ることができます。

◎必要なときに確実の現金が準備できます。
　遺産分割対策として有効な代償分割に生命共済が活
用できます。生命共済で準備するメリットは、相続が発生し、
現金（代償交付金相当額）が、必要なとき（相続が発生した
とき）に確実に受取人に支払われることです。
※代償交付金の金額は遺留分相当額（相続分の1/2）が
おおよその目安になります。

〔 代償分割での活用例 〕

父親が、長男へ家と土地を引き継がせる
とともに、代償分割資金準備のために長
男を受取人とする生命共済（この場合は
1,000万円）に加入します。

長男が次男へ代償交付金として1,000万円を支払います。代償交付金は「遺産分
割協議書」に代償分割である旨を明記しておくことにより贈与税の対象になりません。

共済を活用した相続対策

他人事ではない！  「相続」が「争族」へ。

▶ 相続財産を渡す人、もらう人。 相続はご家族のみなさまで考える問題です！

❶ 節税対策
❷ 遺産分割対策
❸ 納税資金対策

非課税枠の利用。譲る・移す対策（生前贈与）
「争族」回避のための遺産分割対策。代償交付金の準備（受取人固有の財産）
納税資金としての現金化

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

子どもが２人以上
子どもが1人
飛び越えて孫に
子どもが２人以上
子どもが1人

争族対策 + 節税対策 + 納税対策
節税対策 + 納税対策
生前贈与
争族対策
ご自身への将来の対策（介護など）

相続税がかかる

相続税がかからない

〔 遺産分割事件件数の推移 〕 〔 相続税の種類別取得財産価額構成比 〕
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（千件）16

年々増加！

件数は調停と審判の合計
出典：最高裁判所「司法統計年報（家事事件編）」 出典：国税庁「国税庁統計年報書（平成23年分）」

宅地 33.2%不動産 51.7%

金融資産 37.4%

畑 5.1%

山林、その他の土地 5.0%
家屋・構造物 5.7%

現金・預貯金等 24.4%

有価証券 13.0%

その他 10.9%その他 10.9%

田 2.7%過半数が
不動産

次男長男

父親

例） 自宅の土地・建物の評価が4,000万円、他に相続財産はない
●契約者（掛金負担者） ： 父親（被相続人）
●被共済者 ： 父親（被相続人）
●死亡共済金受取人 ： 長男（相続人）

〔共済金〕

▶ 争族にならないための遺産分割対策

▶ 資料の請求など、詳細につきましてはお近くのＪＡへご相談ください。

中野市農業協同組合 〔 北部店 〕
０２６９-２２-２１２８

〔 西部店 〕
０２６９-２２-４１６８

〔 中央店 〕
０２６９-２２-３１４８

まずは遺言 生命共済への加入 代償交付金の交付相続が発生したら遺産分割協議

●この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。
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特集

生
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共
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生
命
共
済
と
相
続
対
策
に
つ
い
て

3　相続対策におすすめのプラン ▶ 終身共済（1型）

平成27年1月1日以降の相続・遺贈から
相続税の基礎控除が改正・縮小されます。

5,000万円 ＋ 1,000万円×法定相続人の数

3,000万円 ＋ 600万円×法定相続人の数

改正前 基礎控除 課税対象

改正後 基礎控除 課税対象

４割縮小

　たとえ相続税がかからな
い場合であっても、相続人
への遺産分割は必要です。
相続財産の中で不動産の
占める割合が多い場合など
は、相続分どおりに分割する
ことが難しく、身内間での争
い（＝争族）に発展するケー
スも多くなっているようです。

〔 本所共済課 〕
０２６９-２３-３９５０

例）
●契約者・被共済者…50歳男性
●死亡共済金額…1,000万円
●65歳払込終了
●年払掛金…523,710円
●払込掛金の累計…7,855,650円

　　　　加入後すぐに、一生涯の補償。
　相続は突然やってきます。共済なら加入したその時から1,000万円の補償が得られます。ご加入と同
時に遺産分割、納税資金の相続問題に対処でき、さらに相続税がかかるご加入者には、生命共済の非
課税枠の適用により、節税効果を発揮します。

ポイント❶

　　　　増える楽しみがあります。
　掛け捨てではありません。約785万円の掛金で、1,000万円の共済金を受け取れます。急に資金が
必要となって解約した場合でも、解約返戻金を上回ります。将来の割りもどし金の楽しみもあります。

ポイント❷

　　　　受取人を指定できる。（残したい人に残せる）  また、すぐに現金化が可能。
　死亡共済金の受取人を指定することで、相続発生時に、確実に受取人に支払われます。また、遺産
分割協議が終了するまで、クローズ（口座の凍結など）される相続財産とは異なり、死亡共済金は受取
人ご自身の手続きにより、すみやかに現金化し活用することが出来ます。

ポイント❸

終身共済は保障が生涯続くので、いつ相続が発生しても死亡共済金が支払われるので、
相続発生時にこのメリットを最大限に活用することができます。

万一のとき　1,000万円 一生涯保証

払込掛金の累計 ： 約785万円

65歳時

70歳時

80歳時

解
約
返
れ
い
金

約776万円

約820万円

約899万円

1,000万円死亡共済金

JA共済 【14169990420】

1　節税対策（相続財産の評価対策） ▶ 「生命共済」の非課税枠の適用

　「生命共済」の死亡共済金には、相続税の非課税枠が設けられています。相続税が課税される方には、現金で財産を遺すより、相続財産評価
を引き下げ相続税額を軽減する効果があります。

なお、「死亡共済金受取
人」が相続人以外では、
非課税枠を利用するこ
とができませんので注意
が必要です。また、非課
税枠は、他の生命共済・
生命保険と合算して【５
００万円×法定相続人
の数】が限度となります。

契約者 = 被共済者で、死亡共済金受取人が相続人である場合、

【 ５００万円×法定相続人の数 】 の非課税枠が利用できます。
法定相続人が４人の場合、非課税枠は ５００万円×４人で２，０００万円 となります。

この非課税枠は相続人が受け取る死亡共済金の額に応じて按分されます。

次男長女長男配偶者掛金負担者（被相続人）

契約者・被共済者 死亡共済（給付）金受取人  【 法定相続人 】

「
生
命
共
済
」で
相
続
対
策
が
で
き
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

今
月
号
で
は
、平
成
２７
年
１
月
１
日
か
ら
相
続・遺
贈
に
よ
る
相
続
税
の
基
本
控
除
が
改
正・縮
小
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

Ｊ
Ａ
で
普
及
し
て
い
る「
生
命
共
済
」を
活
用
し
た
相
続（
遺
産
分
割
）対
策
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

50歳ご加入 65歳払込終了

2　遺産分割対策 ▶ 死亡共済金受取人の指定

◎受取人を指定できます。
　共済ご契約時に、死亡共済金の受取人をあらかじめ指
定しておくことで、円滑な遺産の分割継承ができます。受け
取った死亡共済金は、遺産分割協議の対象とならない受
取人の固有財産として「あげたい人への財産」となり、遺産
分割において「遺言と同様の効果」があります。また、受取
人は相続を放棄しても受け取ることができます。

◎必要なときに確実の現金が準備できます。
　遺産分割対策として有効な代償分割に生命共済が活
用できます。生命共済で準備するメリットは、相続が発生し、
現金（代償交付金相当額）が、必要なとき（相続が発生した
とき）に確実に受取人に支払われることです。
※代償交付金の金額は遺留分相当額（相続分の1/2）が
おおよその目安になります。

〔 代償分割での活用例 〕

父親が、長男へ家と土地を引き継がせる
とともに、代償分割資金準備のために長
男を受取人とする生命共済（この場合は
1,000万円）に加入します。

長男が次男へ代償交付金として1,000万円を支払います。代償交付金は「遺産分
割協議書」に代償分割である旨を明記しておくことにより贈与税の対象になりません。

共済を活用した相続対策

他人事ではない！  「相続」が「争族」へ。

▶ 相続財産を渡す人、もらう人。 相続はご家族のみなさまで考える問題です！

❶ 節税対策
❷ 遺産分割対策
❸ 納税資金対策

非課税枠の利用。譲る・移す対策（生前贈与）
「争族」回避のための遺産分割対策。代償交付金の準備（受取人固有の財産）
納税資金としての現金化

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

子どもが２人以上
子どもが1人
飛び越えて孫に
子どもが２人以上
子どもが1人

争族対策 + 節税対策 + 納税対策
節税対策 + 納税対策
生前贈与
争族対策
ご自身への将来の対策（介護など）

相続税がかかる

相続税がかからない

〔 遺産分割事件件数の推移 〕 〔 相続税の種類別取得財産価額構成比 〕
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（千件）16

年々増加！

件数は調停と審判の合計
出典：最高裁判所「司法統計年報（家事事件編）」 出典：国税庁「国税庁統計年報書（平成23年分）」

宅地 33.2%不動産 51.7%

金融資産 37.4%

畑 5.1%

山林、その他の土地 5.0%
家屋・構造物 5.7%

現金・預貯金等 24.4%

有価証券 13.0%

その他 10.9%その他 10.9%

田 2.7%過半数が
不動産

次男長男

父親

例） 自宅の土地・建物の評価が4,000万円、他に相続財産はない
●契約者（掛金負担者） ： 父親（被相続人）
●被共済者 ： 父親（被相続人）
●死亡共済金受取人 ： 長男（相続人）

〔共済金〕

▶ 争族にならないための遺産分割対策

▶ 資料の請求など、詳細につきましてはお近くのＪＡへご相談ください。

中野市農業協同組合 〔 北部店 〕
０２６９-２２-２１２８

〔 西部店 〕
０２６９-２２-４１６８

〔 中央店 〕
０２６９-２２-３１４８

まずは遺言 生命共済への加入 代償交付金の交付相続が発生したら遺産分割協議

●この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。
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 チャレンジ！
やさいづくり

平成26年度問題となった病害・害虫と
平成27年度への対策について

紹介します。

空いている畑の活用で
我が家の

収入UPを目指そう！

【 病害・害虫の対策 】

■ 

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

園
芸
技
術
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【 症 状 】
　地上部のあらゆる所に発病します。初めは茎に
水浸状の小斑点ができ、やがて病斑の中に小黒
点が形成されます。やがて病斑が茎をとり巻くと、
そこから上は枯死し、園地全体が早枯れとなって
しまいます。

【 発生しやすい条件 】
　前年に感染した茎葉が畑の中に残っていると、
取り除くまで数年にわたり発生してしまいます。ま
た、低温、日照不足、多雨により発生が助長され、
特に露地栽培では、降雨が続くと多発します。

【 対 策 】
　刈り取った後の茎葉を畑から持ち出し、焼却処
分します。雨除けをすることが効果的です。ハウス
の設置やマルチ・藁などを敷いて、雨滴や泥跳ね
を防ぎましょう。また、過繁茂にならないように定
植の間隔を広げるなどして、立茎の本数を確保し
ます。防除については、発生を事前に防ぐ必要が
ある萌芽前や立茎前に定期的に防除しましょう。

典型的な特徴激発株典型的病徴（大型病斑）病斑裏面の黒い菌叢初期発病激発畑穂軸の中が食害されて空洞になるため
雄穂はそこから折れ曲がる

雌花内に食入した幼虫は、
肥大し始めた子実も食害する

近
年
、異
常
気
象
が
多
発
す
る
中
、新
た
に
発
生
し
た
病
害
虫
の
急
激
な
増
加
な
ど
に
よ
る
、野
菜
の
栽
培
は
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
栽
培
を
通
じ
た
中
で
、多
く
の
園
地
で
見
ら
れ
た
病
害
に
つ
い
て
、次
年
度
へ
の
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

【 症 状 】
　下葉から発生し、しだいに上の葉に広がります。葉
以外には発生しません。斑点が大きくなると、葉脈に
囲まれた角形で黄褐色の病斑になります。病斑は古く
なると黄褐色から灰白色となり、病斑が合併します。葉
全体に広がることもあり、病斑裏側に薄墨色のまばら
なカビを発生させます。雨天が続くときは病斑が湿気
を帯びて、その名の通りべとついてしまいます。

【 発生しやすい条件 】
　２０℃前後のやや低温で、多湿を好みます。露地栽
培では６～７月頃に発生が多く、風や雨・朝露などで感
染が拡大してしまいます。また、着果過多といった樹勢
が衰えた状態だと発病しやすくなります。

【 対 策 】
　整枝や摘葉を行い、通気・透光を良くし、過湿を避け
ましょう。また、適度な追肥（野菜一番など株あたり20
ｇ）を行い、肥料切れなどで樹勢が衰えるのを防ぎま
しょう。薬剤散布を行なう場合は、発生前から予防散
布を行いましょう。特に梅雨前の防除が重要です。

【 症 状 】
　葉身に淡黄色の小斑点が生じ、この斑点の表皮が
膨らんで破れると、中から黄褐色の粉が溢れ出ます。
激しく発生した場合は、古い葉から枯れていきます。秋
末になると、黒色の冬胞子層が目立つようになります。

【 発生しやすい条件 】
　春先、または晩夏から秋口に発生が目立ち、葉に被
害がでます。近くに同じユリ科の作物があると、感染し
やすくなります。
　また、こちらも圃場の肥料切れなどで、草勢が衰え
ると多発する恐れがあります。

【 対 策 】
　タマネギ、ニラ、にんにくといったユリ科の作物の後
作や周辺には植え付けしない。また、土寄せの度に少
量ずつ追肥し、肥料切れをおこさない様、肥培管理に
努めましょう。病害が発生しても初期の段階であれば
適正な防除で蔓延を防ぐことが出来ます。

【 虫 】
　蛾の仲間。体長は５ミリ～２センチで黄白色の幼虫
が食害を発生させます。

【 被害の様子 】
　幼虫が茎、雄穂、雌穂から侵入し、髄の部分を食害
します。幼虫が茎の髄内を上下に食い進み、茎が空洞
となるため、強風や降雨などで倒れてしまいます。雌
穂への侵入被害が最もひどく、内部の子実を食い荒ら
して壊滅的な被害を受けます。
　雄穂が伸びだすころから被害が現れ、幼虫が食入
すると、必ず黄褐色の虫糞が排泄され、付近に食入孔
があります。

【 対 策 】
　食入した幼虫への対策はないため、発生前の防除
が非常に重要です。雄穂（株の先端の穂）が見え始め
た頃に、１～２回殺虫剤を散布します。

アスパラガス ・ 茎枯病きゅうり ・ べと病長ネギ ・ さび病スイートコーン ・ アワノメイガ

　
1
月
の
作
業
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。水
や
り
と
空
い
た
花

壇
の
土
の
天
地
返
し
ぐ
ら
い
で
す
。

　
草
花
が
育
つ
の
に
、土
は
最
大
の
要
素
で
す
。伸
び
る
草
花
の
茎

を
支
え
る
た
め
に
も
大
い
に
役
割
を
果
た
す
の
で
す
が
、そ
れ
よ
り

も
重
要
な
の
は
、水
や
栄
養
素
を
蓄
え
て
、草
花
の
生
育
、開
花
を

進
め
る
の
を
支
え
る
働
き
で
す
。命
を
支
え
て
い
る
わ
け
で
す
。こ

の
機
能
を
良
く
し
て
や
る
た
め
に
行
う
の
が
天
地
返
し
で
す
。

　
こ
の
重
要
な
働
き
を
持
つ
土
も
、肥
料
を
加
え
て
、わ
れ
わ
れ
人

間
が
望
む
量
の
草
花
を
育
て
よ
う
と
す
る
と
、そ
の
大
切
な
能
力

が
だ
ん
だ
ん
衰
え
て
い
き
ま
す
。土
が
固
く
締
ま
っ
て
、栄
養
素
や

水
を
蓄
え
て
く
れ
る
隙
間
が
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
す
。草
花
が

生
育
す
る
た
め
に
は
、根
が
十
分
に
呼
吸
で
き
る
こ
と
が
ま
ず
大

切
で
、こ
れ
が
で
き
る
と
、根
の
生
育
が
良
く
な
り
、水
や
栄
養
素

を
よ
く
吸
い
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
草
花
の
命
を
支
え
る
重
要
な
働
き
で
す
か
ら
、失
わ
れ
た
り
減

少
し
た
り
し
た
機
能
の
回
復
に
は
、少
々
き
つ
い
作
業
が
必
要
に
な

り
ま
す
。そ
れ
が
、天
地
返
し
と
い
う
、深
い
所
に
あ
る
土
を
表
面
に

出
し
、表
面
の
土
を
裏
返
し
て
下
層
に
し
て
や
る
作
業
で
す
。天

地
返
し
は
深
い
ほ
ど
い
い
の
で
す
が
、30
㎝
く
ら
い
の
深
さ
に
や
り
た

い
も
の
で
す
。

　
こ
の
作
業
を
冬
の
間
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わ
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と
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が
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の
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」と
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が
あ
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が
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入
り
込
み
を
良
く

す
る
機
能
が
併
存
す
る
よ
う
に

な
る
わ
け
で
す
。
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 チャレンジ！
やさいづくり

平成26年度問題となった病害・害虫と
平成27年度への対策について

紹介します。

空いている畑の活用で
我が家の

収入UPを目指そう！

【 病害・害虫の対策 】

■ 

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

園
芸
技
術
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【 症 状 】
　地上部のあらゆる所に発病します。初めは茎に
水浸状の小斑点ができ、やがて病斑の中に小黒
点が形成されます。やがて病斑が茎をとり巻くと、
そこから上は枯死し、園地全体が早枯れとなって
しまいます。

【 発生しやすい条件 】
　前年に感染した茎葉が畑の中に残っていると、
取り除くまで数年にわたり発生してしまいます。ま
た、低温、日照不足、多雨により発生が助長され、
特に露地栽培では、降雨が続くと多発します。

【 対 策 】
　刈り取った後の茎葉を畑から持ち出し、焼却処
分します。雨除けをすることが効果的です。ハウス
の設置やマルチ・藁などを敷いて、雨滴や泥跳ね
を防ぎましょう。また、過繁茂にならないように定
植の間隔を広げるなどして、立茎の本数を確保し
ます。防除については、発生を事前に防ぐ必要が
ある萌芽前や立茎前に定期的に防除しましょう。

典型的な特徴激発株典型的病徴（大型病斑）病斑裏面の黒い菌叢初期発病激発畑穂軸の中が食害されて空洞になるため
雄穂はそこから折れ曲がる

雌花内に食入した幼虫は、
肥大し始めた子実も食害する

近
年
、異
常
気
象
が
多
発
す
る
中
、新
た
に
発
生
し
た
病
害
虫
の
急
激
な
増
加
な
ど
に
よ
る
、野
菜
の
栽
培
は
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
栽
培
を
通
じ
た
中
で
、多
く
の
園
地
で
見
ら
れ
た
病
害
に
つ
い
て
、次
年
度
へ
の
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

【 症 状 】
　下葉から発生し、しだいに上の葉に広がります。葉
以外には発生しません。斑点が大きくなると、葉脈に
囲まれた角形で黄褐色の病斑になります。病斑は古く
なると黄褐色から灰白色となり、病斑が合併します。葉
全体に広がることもあり、病斑裏側に薄墨色のまばら
なカビを発生させます。雨天が続くときは病斑が湿気
を帯びて、その名の通りべとついてしまいます。

【 発生しやすい条件 】
　２０℃前後のやや低温で、多湿を好みます。露地栽
培では６～７月頃に発生が多く、風や雨・朝露などで感
染が拡大してしまいます。また、着果過多といった樹勢
が衰えた状態だと発病しやすくなります。

【 対 策 】
　整枝や摘葉を行い、通気・透光を良くし、過湿を避け
ましょう。また、適度な追肥（野菜一番など株あたり20
ｇ）を行い、肥料切れなどで樹勢が衰えるのを防ぎま
しょう。薬剤散布を行なう場合は、発生前から予防散
布を行いましょう。特に梅雨前の防除が重要です。

【 症 状 】
　葉身に淡黄色の小斑点が生じ、この斑点の表皮が
膨らんで破れると、中から黄褐色の粉が溢れ出ます。
激しく発生した場合は、古い葉から枯れていきます。秋
末になると、黒色の冬胞子層が目立つようになります。

【 発生しやすい条件 】
　春先、または晩夏から秋口に発生が目立ち、葉に被
害がでます。近くに同じユリ科の作物があると、感染し
やすくなります。
　また、こちらも圃場の肥料切れなどで、草勢が衰え
ると多発する恐れがあります。

【 対 策 】
　タマネギ、ニラ、にんにくといったユリ科の作物の後
作や周辺には植え付けしない。また、土寄せの度に少
量ずつ追肥し、肥料切れをおこさない様、肥培管理に
努めましょう。病害が発生しても初期の段階であれば
適正な防除で蔓延を防ぐことが出来ます。

【 虫 】
　蛾の仲間。体長は５ミリ～２センチで黄白色の幼虫
が食害を発生させます。

【 被害の様子 】
　幼虫が茎、雄穂、雌穂から侵入し、髄の部分を食害
します。幼虫が茎の髄内を上下に食い進み、茎が空洞
となるため、強風や降雨などで倒れてしまいます。雌
穂への侵入被害が最もひどく、内部の子実を食い荒ら
して壊滅的な被害を受けます。
　雄穂が伸びだすころから被害が現れ、幼虫が食入
すると、必ず黄褐色の虫糞が排泄され、付近に食入孔
があります。

【 対 策 】
　食入した幼虫への対策はないため、発生前の防除
が非常に重要です。雄穂（株の先端の穂）が見え始め
た頃に、１～２回殺虫剤を散布します。

アスパラガス ・ 茎枯病きゅうり ・ べと病長ネギ ・ さび病スイートコーン ・ アワノメイガ
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。
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。
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。
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や
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。

　
こ
の
作
業
を
冬
の
間
に
や
っ
て
お
き
、風
雨
に
さ
ら
し
、さ
ら
に

凍
る
よ
う
な
状
態
に
し
て
お
く
と
、硬
く
な
っ
た
土
塊
が
ほ
ど
よ

く
、バ
ラ
バ
ラ
に
砕
か
れ
、空
気
や
水
を
含
み
や
す
い
、ふ
っ
く
ら
し

た
土
に
変
わ
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と
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や
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す
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入
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。
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　26年度の防除暦については現状散布されている農薬の防除
効果があるため大きな変更には至りませんでしたが、気温の上昇と
伴にショウジョウバエ類の発生が増加しました。ショウジョウバエ類
の特徴は、果実に卵を産みつけ、実の中で孵化します。幼虫が実
の中にいるため防除が困難で、特に晩生種になるほど発生が顕著
になります。6月上旬の発生初期からの散布により密度を下げ、収
穫期でも防除を実施することが重要です。

対　策

問題となった病害虫

ショウジョウバエ類

【 サクランボ 】

　先月号に記載したりんごのケムシ類（マイマイガ）と同じく、防除
暦内の5月上中旬の殺虫剤を4月下旬～5月初旬に引き上げ、防
除効果の高い若齢幼虫期への散布に切り替えました。
　黒斑病については6月下旬と7月上中旬の薬剤を変更し、最も
感染する梅雨時期に対応します。黒斑病は枝等で越冬し、翌年の
風雨により伝染する性質があります。徒長枝の発病状況を確認す
ることで園内の菌密度を推定でき、徒長枝の発病が多かった場合
は翌年の防除に注意しなければなりません。また、病斑が出ている
枝を切除し園外に持ち出す対策も有効です。

対　策

問題となった病害虫

ケムシ類（マイマイガ）等、黒斑病

【 梨 】

先月号に続き、果樹品目の防除反省を記載します。
26年度の問題となった病害虫を把握して来年の防除に役立てて頂ければ幸いです。
今月号では先月紹介できなかった梨、サクランボ、ネクタリン、プラムについて紹介します。
詳しくは事業所等に備え付けの「平成27年度園芸品目年間防除暦改正点とポイント」に
記載されていますのでご覧ください。

果樹品目の防除と反省

　見た目が特徴的なふくろみ病については、休眠期の防除が効果
的です。昨年から枝や芽の付近で越冬していた菌が春先の雨によ
り飛散し、落花後間もない幼果に感染します。そのため発芽前に
石灰硫黄合剤を散布するか、発芽3～5日後にトレノックスフロア
ブルを散布することで作物の表面に膜を作り、病害の発生（伝染）
を防ぐ事が出来ます。
　毎年問題となるシンクイムシ類については、モモシンクイ、ナシヒ
メシンクイ、スモモヒメシンクイの三種が複合的に加害します。5月
中旬あたりから年2～4回発生するので、定期的に防除をして全体
量を早めに減らすと効果的です。また、4月下旬～5月上旬に出てく
る越冬世代の密度を減らすことによりその年の発生を抑制します。

対　策

問題となった病害虫

ふくろみ病、シンクイムシ類（防除強化）

【 プラム 】

　ももと同じく26年度大発生した、せん孔細菌病防除強化を目的
として再編成しました。ネクタリンもせん孔細菌病は枝病斑から風
雨によって葉や果実へ伝染するので、枝病斑を切除するとともに
開花直前に銅剤を散布し、枝病斑に膜をかぶせることで他園地へ
の伝染を防ぎます。（予防防除）
　ネクタリンは、ももと防除体制が似ていますが、農薬取締法に基
づき、ももには登録があっても、ネクタリンには登録がない薬剤が多
いのが問題です。ももとの混植園では登録の有無に注意しながら
散布する事が重要です。（農薬ラベルの登録内容確認）

対　策

問題となった病害虫

せん孔細菌病

【 ネクタリン 】

中小事業主等として特別加入するには、

　㋐ 雇用する労働者について
　　 労働保険関係が成立していること。
　㋑ 労働保険の事務処理を
　　 労働保険事務組合に委託していること。

常時３００人以下の労働者を使用する事業
主（事業主が法人の場合はその代表者）およ
び労働者以外でその事業に従事する方（事業
主の家族労働者など）。
なお１年間に１００日以上、労働者を使用する
ことが見込まれる場合には、中小事業主等の
特別加入の対象になります。

自営農業者（家族従事者等を含む）であって、
指定農業機械を使用し、土地の耕作・開墾、
植物の栽培・採取の作業を行う方。

年間農業生産物総販売額300万円以上また
は経営耕地面積２ha以上の規模の自営農業
者（家族従事者等を含む）。
土地の耕作・開墾、植物の栽培・採取、家畜や
蚕の飼育で、右の作業に従事している方。

労働保険に関する詳しい内容については、ＪＡ中野市営農推進課（☎22-4221）までお問い合わせ下さい。

労災保険への新規加入を希望される方は、この機会にぜひお申し込みください。
すでに加入されている方には、後日年度更新のご案内をします。

㋐ 動力により駆動する機械を使用する作業
㋑ 高さが２メートル以上の箇所での作業
㋒ サイロ、むろ等の酸欠危険場所での作業
㋓ 農薬散布作業
㋔ 牛・馬・豚に接触し又は、その恐れのある作業

❶
特定農作業

従事者

❷
指定

農業機械作業
従事者

❸
中小事業主等

指定農業機械とは…
・ 動力耕うん機、乗用型トラクター
・ 田植機、動力刈取機、コンバイン
・ スピードスプレヤー、防除機
・ トラック、その他の自走式運搬機
・ 動力脱穀機、動力草刈機　　など

の２つの要件を満たし、労働局長の承認を受ける
ことが必要です。

新規加入の方

申込用紙を各事業所窓口に
用意しますので、

２月２７日（金）までに
各事業所へ提出して下さい。

更新・中止の方

年度更新・中止申込書を
配布しますので、左記同様に
２月２７日（金）までに
各事業所へ提出して下さい。

中小事業主等へ加入の方

労働保険年度更新時に
「労働保険基礎賃金等の報告」を

配布しますので、
期限までに提出して下さい。

営農推進課よりお知らせ ： 農業者のための労災保険のご案内 販売情報

１日でも、１人でも人を雇ったら労災保険
ぜひ労災保険にご加入を！！
労災保険は、労働者の業務災害に対する補償を目的としています。
農業においても業務の実情・災害の発生状況から、
農業者の方の場合には、特定農作業従事者・
指定農業機械作業従事者・中小事業主等の
３つの制度のいずれかに特別加入することができます。

営農情報
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　26年度の防除暦については現状散布されている農薬の防除
効果があるため大きな変更には至りませんでしたが、気温の上昇と
伴にショウジョウバエ類の発生が増加しました。ショウジョウバエ類
の特徴は、果実に卵を産みつけ、実の中で孵化します。幼虫が実
の中にいるため防除が困難で、特に晩生種になるほど発生が顕著
になります。6月上旬の発生初期からの散布により密度を下げ、収
穫期でも防除を実施することが重要です。

対　策

問題となった病害虫

ショウジョウバエ類

【 サクランボ 】

　先月号に記載したりんごのケムシ類（マイマイガ）と同じく、防除
暦内の5月上中旬の殺虫剤を4月下旬～5月初旬に引き上げ、防
除効果の高い若齢幼虫期への散布に切り替えました。
　黒斑病については6月下旬と7月上中旬の薬剤を変更し、最も
感染する梅雨時期に対応します。黒斑病は枝等で越冬し、翌年の
風雨により伝染する性質があります。徒長枝の発病状況を確認す
ることで園内の菌密度を推定でき、徒長枝の発病が多かった場合
は翌年の防除に注意しなければなりません。また、病斑が出ている
枝を切除し園外に持ち出す対策も有効です。

対　策

問題となった病害虫

ケムシ類（マイマイガ）等、黒斑病

【 梨 】

先月号に続き、果樹品目の防除反省を記載します。
26年度の問題となった病害虫を把握して来年の防除に役立てて頂ければ幸いです。
今月号では先月紹介できなかった梨、サクランボ、ネクタリン、プラムについて紹介します。
詳しくは事業所等に備え付けの「平成27年度園芸品目年間防除暦改正点とポイント」に
記載されていますのでご覧ください。

果樹品目の防除と反省

　見た目が特徴的なふくろみ病については、休眠期の防除が効果
的です。昨年から枝や芽の付近で越冬していた菌が春先の雨によ
り飛散し、落花後間もない幼果に感染します。そのため発芽前に
石灰硫黄合剤を散布するか、発芽3～5日後にトレノックスフロア
ブルを散布することで作物の表面に膜を作り、病害の発生（伝染）
を防ぐ事が出来ます。
　毎年問題となるシンクイムシ類については、モモシンクイ、ナシヒ
メシンクイ、スモモヒメシンクイの三種が複合的に加害します。5月
中旬あたりから年2～4回発生するので、定期的に防除をして全体
量を早めに減らすと効果的です。また、4月下旬～5月上旬に出てく
る越冬世代の密度を減らすことによりその年の発生を抑制します。

対　策

問題となった病害虫

ふくろみ病、シンクイムシ類（防除強化）

【 プラム 】

　ももと同じく26年度大発生した、せん孔細菌病防除強化を目的
として再編成しました。ネクタリンもせん孔細菌病は枝病斑から風
雨によって葉や果実へ伝染するので、枝病斑を切除するとともに
開花直前に銅剤を散布し、枝病斑に膜をかぶせることで他園地へ
の伝染を防ぎます。（予防防除）
　ネクタリンは、ももと防除体制が似ていますが、農薬取締法に基
づき、ももには登録があっても、ネクタリンには登録がない薬剤が多
いのが問題です。ももとの混植園では登録の有無に注意しながら
散布する事が重要です。（農薬ラベルの登録内容確認）

対　策

問題となった病害虫

せん孔細菌病

【 ネクタリン 】

中小事業主等として特別加入するには、

　㋐ 雇用する労働者について
　　 労働保険関係が成立していること。
　㋑ 労働保険の事務処理を
　　 労働保険事務組合に委託していること。

常時３００人以下の労働者を使用する事業
主（事業主が法人の場合はその代表者）およ
び労働者以外でその事業に従事する方（事業
主の家族労働者など）。
なお１年間に１００日以上、労働者を使用する
ことが見込まれる場合には、中小事業主等の
特別加入の対象になります。

自営農業者（家族従事者等を含む）であって、
指定農業機械を使用し、土地の耕作・開墾、
植物の栽培・採取の作業を行う方。

年間農業生産物総販売額300万円以上また
は経営耕地面積２ha以上の規模の自営農業
者（家族従事者等を含む）。
土地の耕作・開墾、植物の栽培・採取、家畜や
蚕の飼育で、右の作業に従事している方。

労働保険に関する詳しい内容については、ＪＡ中野市営農推進課（☎22-4221）までお問い合わせ下さい。

労災保険への新規加入を希望される方は、この機会にぜひお申し込みください。
すでに加入されている方には、後日年度更新のご案内をします。

㋐ 動力により駆動する機械を使用する作業
㋑ 高さが２メートル以上の箇所での作業
㋒ サイロ、むろ等の酸欠危険場所での作業
㋓ 農薬散布作業
㋔ 牛・馬・豚に接触し又は、その恐れのある作業

❶
特定農作業

従事者

❷
指定

農業機械作業
従事者

❸
中小事業主等

指定農業機械とは…
・ 動力耕うん機、乗用型トラクター
・ 田植機、動力刈取機、コンバイン
・ スピードスプレヤー、防除機
・ トラック、その他の自走式運搬機
・ 動力脱穀機、動力草刈機　　など

の２つの要件を満たし、労働局長の承認を受ける
ことが必要です。

新規加入の方

申込用紙を各事業所窓口に
用意しますので、

２月２７日（金）までに
各事業所へ提出して下さい。

更新・中止の方

年度更新・中止申込書を
配布しますので、左記同様に
２月２７日（金）までに
各事業所へ提出して下さい。

中小事業主等へ加入の方

労働保険年度更新時に
「労働保険基礎賃金等の報告」を

配布しますので、
期限までに提出して下さい。

営農推進課よりお知らせ ： 農業者のための労災保険のご案内 販売情報

１日でも、１人でも人を雇ったら労災保険
ぜひ労災保険にご加入を！！
労災保険は、労働者の業務災害に対する補償を目的としています。
農業においても業務の実情・災害の発生状況から、
農業者の方の場合には、特定農作業従事者・
指定農業機械作業従事者・中小事業主等の
３つの制度のいずれかに特別加入することができます。

営農情報
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緑  の  風

大苗を掘り取る部会役員

復旧支援隊を組織し、懸命な復旧作業を行いました。

　
Ｊ
Ａ
り
ん
ご・も
も
部
会
と
ぶ
ど
う
部

会
は
、果
樹
の
大
苗
養
成
事
業
で
育
て
た

苗
を
組
合
員
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　
大
苗
養
成
事
業
は
、市
販
さ
れ
て
い
る

1
年
生
の
若
い
苗
を
、Ｊ
Ａ
と
部
会
で
さ

ら
に
１
年
養
成
し
、樹
勢
の
強
い
大
苗
に

し
て
組
合
員
へ
配
布
す
る
こ
と
で
早
期
園

地
化
へつ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、平
成
１６

年
か
ら
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。今
回
で

１０
回
目
の
配
布
と
な
り
、こ
れ
ま
で
総
数

３
０
，０
０
０
本
以
上
の
大
苗
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
配
布
し
た
苗
は
、ぶ
ど
う
が「
シ
ャ

　
今
回
小
林
は
、平
成
２６
年
２
月
の
大
雪
で
連
棟
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
が
壊
れ
て
し
ま
い
、ず
っ
と
露
地
状
態
だ
っ
た
シ
ャ
ク

ヤ
ク
の
畑
に
パ
イ
プ
が
立
ち
始
め
て
い
た
の
で
お
じ
ゃ
ま
し
て

き
ま
し
た
。 

　
高
社
お
ろ
し
を
直
球
で
受
け
て
し
ま
い
そ
う
な
場
所
に
位

置
す
る
小
沼
の
大
宮
良
一
さ
ん
の
シ
ャ
ク
ヤ
ク
畑
は
、芽
も
膨

ら
ん
で
青
々
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
あ
の
雪
で
い
き
な
り
外
に

出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
シ
ャ
ク
ヤ
ク
だ
っ
た
の
で
結
果
は
言
う
ま

で
も
な
い
で
す
よ
ね
。こ
の
ま
ま
露
地
に
し
ち
ゃ
う
の
か
な
？

な
ど
と
心
配
し
な
が
ら
見
て
お
り
ま
し
た
が
、12
月
に
入
っ
た

頃
か
ら
パ
イ
プ
が
立
ち
始
め
み
る
み
る
ハ
ウ
ス
の
形
と
な
っ
て

い
く
の
を
見
て
他
人
事
な
が
ら
嬉
し
く
な
って
き
ま
し
た
。 

　
完
成
は
１
月
末
頃
に
な
る
そ
う
だ
。そ
し
て
、大
輪
の
シ
ャ

ク
ヤ
ク
は
４
月
頃
に
は
各
地
で
販
売
さ
れ
、大
勢
の
人
の
目

を
和
ま
せ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。 

　
こ
れ
か
ら
冬
本
番
で
は
あ
り
ま
す
が
、足
元
に
残
さ
れ
た

切
り
株
の
下
に
は
春
を
待
ち
遠
し
く
し
て
い
る
芽
が
沢
山

眠
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。春
が
待
ち
遠
し
い
の
は
み
ん
な
一
緒

か
な
？
　
　
　
　
　  【 

延
徳
地
区
通
信
員
／
小
林
康
代 

】

　
昨
年
１１
月
２２
日
に
、長
野
県
白
馬
地
方

を
震
源
に
発
生
し
た「
神
城
断
層
地
震
」

に
よ
り
、Ｊ
Ａ
中
野
市
管
内
の
き
の
こ
施

設
で
は
培
養
瓶
の
倒
壊
な
ど
、大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
11
月
２３
日
に「
Ｊ
Ａ
中
野
市

地
震
被
害
対
策
本
部
」を
設
置
し
、被
害

状
況
の
把
握
と
、被
害
に
あ
っ
た
き
の
こ
農

家
３４
件
の
内
、支
援
要
請
が
あ
っ
た
１４
件

の
農
家
で
復
旧
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
復
旧
作
業
に
は
、Ｊ
Ａ
役
職
員
を
は
じ

1011

組立作業中のパイプハウス

昨
年
を
上
回
る
出
品
数

第
３
回
サ
ン
ふ
じ
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

姉
妹
都
市
、北
茨
城
市
で
消
費
宣
伝
会

審査の様子

　
信
州
中
野
い
き
い
き
館
で
昨
年
１１
月
２１
日
、第

３
回
目
の
サ
ン
ふ
じ
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。市
内
全
地
区
の
部
会
員
か
ら
、昨
年
を
上

回
る
８４
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。北
信
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
、り
ん
ご・も
も
部
会
役
員
、Ｊ
Ａ

役
職
員
が
、糖
度・重
量
、着
色
、病
害
虫
、玉
揃

い
の
５
項
目
を
基
準
に
厳
正
に
審
査
し
、１６
点
を

選
び
ま
し
た
。

　
昨
年
１２
月
６
日・７
日
に
北
茨
城
市
に

あ
る「
北
茨
城
市
漁
業
歴
史
資
料
館
よ

う・そ
ろ
ー
」で
、き
の
こ
や
り
ん
ご
等
の
直

売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　
中
野
市
と
北
茨
城
市
は
、北
茨
城
市
出

身
の
作
詞
家
野
口
雨
情
氏
と
、地
元
出
身

の
作
曲
家
中
山
晋
平
氏
の
作
詞
作
曲
で
、

幾
つ
か
の
名
曲
を
生
み
出
し
た
こ
と
が
縁

と
な
り
、昭
和
５５
年
か
ら
姉
妹
都
市
提
携

を
結
ん
で
い
ま
す
。　

　
Ｊ
Ａ
も
10
年
以
上
前
か
ら
双
方
の
特

産
品
の
販
売
促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

毎
年
開
催
さ
れ
る
直
売
会
に
は
、き
の
こ

や
り
ん
ご
の
他
に
、干
し
柿
や
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
の
加
工
品
も
買
い
求
め
に
多
く
の
方
が

来
場
し
ま
す
。　

　
今
年
も
、開
店
を
迎
え
る
午
前
１０
時
に

は
約
１
，５
０
０
人
も
の
行
列
が
出
来
る

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。会

場
で
は「
ア
ッ
プ
ル
ち
ゃ
ん
応
援
隊
」の
他
、

中
野
市
役
所
職
員
、Ｊ
Ａ
中
野
市
職
員

が
、冷
た
い
浜
風
に
負
け
ず
威
勢
の
良
い

掛
け
声
と
共
に
り
ん
ご
１
，６
０
０
箱
、き

の
こ
セ
ッ
ト
９
０
０
セ
ッ
ト
の
他
に
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
加
工
品
を
販
売
し
ま
し
た
。会

場
を
訪
れ
た
方
か
ら
は「
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
る
よ
。今
年
の
蜜
の
入
り
は
ど
う
だ

い
」と
いっ
た
声
が
聞
か
れ
、中
に
は「
昨
年

購
入
し
て
親
戚
な
ど
に
配
っ
た
と
こ
ろ
大

多くの方がりんごやきのこを買い求めに来場しました

り
ん
ご・ぶ
ど
う
大
苗
を
組
合
員
へ
配
布

【 

最
優
秀
賞 

】 
田
中 

妙
子
 （

深
沢
）

【 
優
秀
賞 

】 
黒
川 

芳
宣
 （

厚
貝
）

 

山
浦 

宣
孝
 （

岩
船
）

 

高
野 

い
つ
子
 （

赤
岩
）

【 

優
良
賞 
】 
藤
沢 

章
仁
 （

厚
貝
）

 

永
沢 

誠
一 （
柳
沢
）

 

池
田 
春
美
 （

岩
井
）

【 

敢
闘
賞 

】 
黒
川 
恒
松
 （

厚
貝
）

 

丸
山 

清
憲
 （

柳
沢
）

 

牧
野  

貢
 

（
間
山
）

 

望
月 

澄
雄
 （

間
山
）

 

江
本 

高
幸
 （

田
麦
）

【 

奨
励
賞 

】 
高
橋 

幸
司
 （

壁
田
）

 

阿
部 

浩
二
 （

荒
川
）

 

鈴
木 

一
男
 （

牛
出
）

【 

最
高
糖
度
賞 

】 土
屋 

忠
男
 （

一
本
木
）

き
の
こ
施
設
培
養
施
設
等
の
地
震
被
害
に

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アめ

、き
の
こ
部
会
協
議
会
、Ｊ
Ａ
青
年
部
、

Ｊ
Ａ
長
野
県
本
部
、中
野
市
、地
方
事
務

所
、Ｊ
Ａ
志
賀
高
原
き
の
こ
部
会
役
員
な

ど
、延
べ
７
０
０
人
が
参
加
し
、瓶
を
菌
回

り
の
状
態
に
よ
っ
て
選
別
し
、パ
レ
ッ
ト
に

積
み
直
す
と
い
っ
た
懸
命
の
作
業
に
あ
た

り
ま
し
た
。

　
災
害
翌
日
か
ら
、連
日
に
わ
た
る
関
係

各
位
の
迅
速
な
対
応
に
よ
り
、災
害
か
ら

1
週
間
後
の
１１
月
３０
日
に
は
概
ね
復
旧
作

業
が
完
了
し
ま
し
た
。

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」な
ど
３
品
種
、り
ん
ご

が「
ふ
じ
」な
ど
３
品
種
と
、新
わ
い
化
栽

培
用
の
台
木「
Ｍ
９
ナ
ガ
ノ
」で
、昨
年
４

月
に
定
植
し
、部
会
員
が
定
期
的
な
除
草

な
ど
養
成
管
理
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
竹
原
地
区
と
科
野
地
区
に
あ
る
苗
木

養
成
園
で
は
、朝
か
ら
部
会
役
員
と
Ｊ
Ａ

役
職
員
が
、し
っ
か
り
と
地
面
に
根
付
い
た

苗
木
の
根
を
痛
め
な
い
よ
う
丁
寧
に
掘
り

起
こ
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
と
部
会
で
は
大
苗
事
業

を
継
続
し
て
行
い
、優
良
品
種
の
提
案
な

ど
を
促
し
て
い
く
予
定
で
す
。

小
林
康
代
の

『
お
じ
ゃ
ま
し
ま
〜
す
』

◎
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

変
好
評
で
、今
年
も
心
待
ち
に
し
て
い
た
」

と
い
い
、一
人
で
、り
ん
ご
２０
箱
き
の
こ
セ
ッ

ト
３０
箱
を
購
入
す
る
方
も
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、今
後
も
双
方
の
特
産
品
の

消
費
拡
大
と
交
流
を
深
め
る
た
め
、消
費

宣
伝
会
を
継
続
し
て
企
画
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
最
優
秀
賞
に
は
、深
沢
地
区
の
田
中
妙
子
さ
ん

が
、最
高
糖
度
賞
に
は
一
本
木
地
区
の
土
屋
忠
男
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。今
年
の
ふ
じ
は

夏
場
の
日
照
時
間
が
平
年
よ
り
少
な
く
、生
育
に

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、部
会
員
の
栽
培
努
力
で
、

玉
揃
い
、色
づ
き
が
良
く
、平
均
糖
度
１５
．６
％
、最

高
糖
度
１８
．２
％
と
審
査
基
準
を
大
き
く
上
回
る

「
サ
ン
ふ
じ
」が
数
多
く
出
品
さ
れ
ま
し
た
。



緑  の  風

大苗を掘り取る部会役員

復旧支援隊を組織し、懸命な復旧作業を行いました。

　
Ｊ
Ａ
り
ん
ご・も
も
部
会
と
ぶ
ど
う
部

会
は
、果
樹
の
大
苗
養
成
事
業
で
育
て
た

苗
を
組
合
員
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　
大
苗
養
成
事
業
は
、市
販
さ
れ
て
い
る

1
年
生
の
若
い
苗
を
、Ｊ
Ａ
と
部
会
で
さ

ら
に
１
年
養
成
し
、樹
勢
の
強
い
大
苗
に

し
て
組
合
員
へ
配
布
す
る
こ
と
で
早
期
園

地
化
へつ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、平
成
１６

年
か
ら
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。今
回
で

１０
回
目
の
配
布
と
な
り
、こ
れ
ま
で
総
数

３
０
，０
０
０
本
以
上
の
大
苗
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
配
布
し
た
苗
は
、ぶ
ど
う
が「
シ
ャ

　
今
回
小
林
は
、平
成
２６
年
２
月
の
大
雪
で
連
棟
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
が
壊
れ
て
し
ま
い
、ず
っ
と
露
地
状
態
だ
っ
た
シ
ャ
ク

ヤ
ク
の
畑
に
パ
イ
プ
が
立
ち
始
め
て
い
た
の
で
お
じ
ゃ
ま
し
て

き
ま
し
た
。 

　
高
社
お
ろ
し
を
直
球
で
受
け
て
し
ま
い
そ
う
な
場
所
に
位

置
す
る
小
沼
の
大
宮
良
一
さ
ん
の
シ
ャ
ク
ヤ
ク
畑
は
、芽
も
膨

ら
ん
で
青
々
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
あ
の
雪
で
い
き
な
り
外
に

出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
シ
ャ
ク
ヤ
ク
だ
っ
た
の
で
結
果
は
言
う
ま

で
も
な
い
で
す
よ
ね
。こ
の
ま
ま
露
地
に
し
ち
ゃ
う
の
か
な
？

な
ど
と
心
配
し
な
が
ら
見
て
お
り
ま
し
た
が
、12
月
に
入
っ
た

頃
か
ら
パ
イ
プ
が
立
ち
始
め
み
る
み
る
ハ
ウ
ス
の
形
と
な
っ
て

い
く
の
を
見
て
他
人
事
な
が
ら
嬉
し
く
な
って
き
ま
し
た
。 

　
完
成
は
１
月
末
頃
に
な
る
そ
う
だ
。そ
し
て
、大
輪
の
シ
ャ

ク
ヤ
ク
は
４
月
頃
に
は
各
地
で
販
売
さ
れ
、大
勢
の
人
の
目

を
和
ま
せ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。 

　
こ
れ
か
ら
冬
本
番
で
は
あ
り
ま
す
が
、足
元
に
残
さ
れ
た

切
り
株
の
下
に
は
春
を
待
ち
遠
し
く
し
て
い
る
芽
が
沢
山

眠
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。春
が
待
ち
遠
し
い
の
は
み
ん
な
一
緒

か
な
？
　
　
　
　
　  【 

延
徳
地
区
通
信
員
／
小
林
康
代 

】

　
昨
年
１１
月
２２
日
に
、長
野
県
白
馬
地
方

を
震
源
に
発
生
し
た「
神
城
断
層
地
震
」

に
よ
り
、Ｊ
Ａ
中
野
市
管
内
の
き
の
こ
施

設
で
は
培
養
瓶
の
倒
壊
な
ど
、大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
11
月
２３
日
に「
Ｊ
Ａ
中
野
市

地
震
被
害
対
策
本
部
」を
設
置
し
、被
害

状
況
の
把
握
と
、被
害
に
あ
っ
た
き
の
こ
農

家
３４
件
の
内
、支
援
要
請
が
あ
っ
た
１４
件

の
農
家
で
復
旧
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
復
旧
作
業
に
は
、Ｊ
Ａ
役
職
員
を
は
じ

1011

組立作業中のパイプハウス

昨
年
を
上
回
る
出
品
数

第
３
回
サ
ン
ふ
じ
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

姉
妹
都
市
、北
茨
城
市
で
消
費
宣
伝
会

審査の様子

　
信
州
中
野
い
き
い
き
館
で
昨
年
１１
月
２１
日
、第

３
回
目
の
サ
ン
ふ
じ
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。市
内
全
地
区
の
部
会
員
か
ら
、昨
年
を
上

回
る
８４
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。北
信
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
、り
ん
ご・も
も
部
会
役
員
、Ｊ
Ａ

役
職
員
が
、糖
度・重
量
、着
色
、病
害
虫
、玉
揃

い
の
５
項
目
を
基
準
に
厳
正
に
審
査
し
、１６
点
を

選
び
ま
し
た
。

　
昨
年
１２
月
６
日・７
日
に
北
茨
城
市
に

あ
る「
北
茨
城
市
漁
業
歴
史
資
料
館
よ

う・そ
ろ
ー
」で
、き
の
こ
や
り
ん
ご
等
の
直

売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　
中
野
市
と
北
茨
城
市
は
、北
茨
城
市
出

身
の
作
詞
家
野
口
雨
情
氏
と
、地
元
出
身

の
作
曲
家
中
山
晋
平
氏
の
作
詞
作
曲
で
、

幾
つ
か
の
名
曲
を
生
み
出
し
た
こ
と
が
縁

と
な
り
、昭
和
５５
年
か
ら
姉
妹
都
市
提
携

を
結
ん
で
い
ま
す
。　

　
Ｊ
Ａ
も
10
年
以
上
前
か
ら
双
方
の
特

産
品
の
販
売
促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

毎
年
開
催
さ
れ
る
直
売
会
に
は
、き
の
こ

や
り
ん
ご
の
他
に
、干
し
柿
や
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
の
加
工
品
も
買
い
求
め
に
多
く
の
方
が

来
場
し
ま
す
。　

　
今
年
も
、開
店
を
迎
え
る
午
前
１０
時
に

は
約
１
，５
０
０
人
も
の
行
列
が
出
来
る

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。会

場
で
は「
ア
ッ
プ
ル
ち
ゃ
ん
応
援
隊
」の
他
、

中
野
市
役
所
職
員
、Ｊ
Ａ
中
野
市
職
員

が
、冷
た
い
浜
風
に
負
け
ず
威
勢
の
良
い

掛
け
声
と
共
に
り
ん
ご
１
，６
０
０
箱
、き

の
こ
セ
ッ
ト
９
０
０
セ
ッ
ト
の
他
に
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
加
工
品
を
販
売
し
ま
し
た
。会

場
を
訪
れ
た
方
か
ら
は「
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
る
よ
。今
年
の
蜜
の
入
り
は
ど
う
だ

い
」と
いっ
た
声
が
聞
か
れ
、中
に
は「
昨
年

購
入
し
て
親
戚
な
ど
に
配
っ
た
と
こ
ろ
大

多くの方がりんごやきのこを買い求めに来場しました

り
ん
ご・ぶ
ど
う
大
苗
を
組
合
員
へ
配
布

【 

最
優
秀
賞 

】 
田
中 

妙
子
 （

深
沢
）

【 

優
秀
賞 

】 
黒
川 

芳
宣
 （

厚
貝
）

 

山
浦 

宣
孝
 （

岩
船
）

 

高
野 

い
つ
子
 （

赤
岩
）

【 

優
良
賞 

】 
藤
沢 

章
仁
 （

厚
貝
）

 

永
沢 

誠
一 （
柳
沢
）

 

池
田 

春
美
 （

岩
井
）

【 

敢
闘
賞 

】 
黒
川 

恒
松
 （

厚
貝
）

 

丸
山 

清
憲
 （

柳
沢
）

 

牧
野  

貢
 

（
間
山
）

 

望
月 

澄
雄
 （

間
山
）

 

江
本 

高
幸
 （

田
麦
）

【 

奨
励
賞 

】 
高
橋 

幸
司
 （

壁
田
）

 

阿
部 

浩
二
 （

荒
川
）

 

鈴
木 

一
男
 （

牛
出
）

【 

最
高
糖
度
賞 

】 土
屋 

忠
男
 （

一
本
木
）

き
の
こ
施
設
培
養
施
設
等
の
地
震
被
害
に

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アめ

、き
の
こ
部
会
協
議
会
、Ｊ
Ａ
青
年
部
、

Ｊ
Ａ
長
野
県
本
部
、中
野
市
、地
方
事
務

所
、Ｊ
Ａ
志
賀
高
原
き
の
こ
部
会
役
員
な

ど
、延
べ
７
０
０
人
が
参
加
し
、瓶
を
菌
回

り
の
状
態
に
よ
っ
て
選
別
し
、パ
レ
ッ
ト
に

積
み
直
す
と
い
っ
た
懸
命
の
作
業
に
あ
た

り
ま
し
た
。

　
災
害
翌
日
か
ら
、連
日
に
わ
た
る
関
係

各
位
の
迅
速
な
対
応
に
よ
り
、災
害
か
ら

1
週
間
後
の
１１
月
３０
日
に
は
概
ね
復
旧
作

業
が
完
了
し
ま
し
た
。

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」な
ど
３
品
種
、り
ん
ご

が「
ふ
じ
」な
ど
３
品
種
と
、新
わ
い
化
栽

培
用
の
台
木「
Ｍ
９
ナ
ガ
ノ
」で
、昨
年
４

月
に
定
植
し
、部
会
員
が
定
期
的
な
除
草

な
ど
養
成
管
理
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
竹
原
地
区
と
科
野
地
区
に
あ
る
苗
木

養
成
園
で
は
、朝
か
ら
部
会
役
員
と
Ｊ
Ａ

役
職
員
が
、し
っ
か
り
と
地
面
に
根
付
い
た

苗
木
の
根
を
痛
め
な
い
よ
う
丁
寧
に
掘
り

起
こ
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
と
部
会
で
は
大
苗
事
業

を
継
続
し
て
行
い
、優
良
品
種
の
提
案
な

ど
を
促
し
て
い
く
予
定
で
す
。

小
林
康
代
の

『
お
じ
ゃ
ま
し
ま
〜
す
』

◎
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

変
好
評
で
、今
年
も
心
待
ち
に
し
て
い
た
」

と
い
い
、一
人
で
、り
ん
ご
２０
箱
き
の
こ
セ
ッ

ト
３０
箱
を
購
入
す
る
方
も
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、今
後
も
双
方
の
特
産
品
の

消
費
拡
大
と
交
流
を
深
め
る
た
め
、消
費

宣
伝
会
を
継
続
し
て
企
画
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
最
優
秀
賞
に
は
、深
沢
地
区
の
田
中
妙
子
さ
ん

が
、最
高
糖
度
賞
に
は
一
本
木
地
区
の
土
屋
忠
男
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。今
年
の
ふ
じ
は

夏
場
の
日
照
時
間
が
平
年
よ
り
少
な
く
、生
育
に

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、部
会
員
の
栽
培
努
力
で
、

玉
揃
い
、色
づ
き
が
良
く
、平
均
糖
度
１５
．６
％
、最

高
糖
度
１８
．２
％
と
審
査
基
準
を
大
き
く
上
回
る

「
サ
ン
ふ
じ
」が
数
多
く
出
品
さ
れ
ま
し
た
。



暮らしのメモ

　
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、乳
首
が
口
に
触
れ
る
と
吸
っ
て
飲
み
ま
す
。

こ
れ
は
生
き
る
た
め
の
原
始
反
射
運
動
で
、そ
れ
以
降
は
体
の
上
か
ら

下
の
方
へ
と
順
を
経
て
運
動
機
能
が
発
達
し
て
い
き
ま
す
。
首
が
据

わ
っ
た
り
、は
い
は
い
し
た
り
、そ
し
て
お
座
り
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

体
の
末
端
に
あ
る
5
本
の
指
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、ず
っ
と
後
の

こ
と
で
す
。

　
は
い
は
い
で
体
全
体
を
動
か
し
て
い
る
う
ち
に
、物
に
つ
か
ま
っ
て
両

足
で
立
ち
上
が
り
ま
す
。
次
い
で
何
か
に
つ
か
ま
っ
た
手
を
離
し
た
と

き
、体
の
調
子
を
取
っ
て
1
歩
、2
歩
と
歩
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
本
人
は
す
ぐ
に
お
尻
を
着
い
て
、驚
い
た
よ
う
な
顔
で
す
が
、そ
ば
に

い
る
お
母
さ
ん
は
笑
顔
で「
歩
い
た
、歩
い
た
」と
喜
ぶ
か
ら
、赤
ち
ゃ
ん

は
ま
た
立
っ
て
歩
い
て
み
ま
す
。

　
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
歩
け
な
か
っ
た
の
に
、い
つ
も
褒
め
て
あ
げ
て
い

る
親
の
顔
は
、喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
や
っ
て
毎
日
の
遊
び
の
中
で
、全
身
が
試
運
転
を
繰
り
返
し
て

い
る
う
ち
に
、生
涯
必
要
な
運
動
機
能
の
基
本
が
発
達
し
ま
す
。そ
れ

と
同
時
に
お
も
ち
ゃ
で
も
、楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
、動
き
が
活
発

に
な
っ
て
、3
回
の
食
事
も
始
ま
る
こ
ろ
に
な
る
と
、親
は
箸
の
持
ち
方

を
教
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
は
、そ
れ
ま
で
の
ス
プ
ー
ン
か
ら
大
人
の
ま
ね
だ
か
ら
、喜
ん

で
や
っ
て
い
る
う
ち
に
何
と
か
挟
ん
で
口
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ

ん
な
と
き
親
は
喜
ぶ
か
ら
、い
つ
の
間
に
か
動
作
が
身
に
付
い
て
い
き

ま
す
。し
か
し
た
い
て
い
は
自
己
流
だ
か
ら
、そ
の
こ
ろ
の
お
か
し
な
持

社
団
法
人 

母
子
保
健
推
進
会
議
会
長

巷
野 

悟
郎

「 

箸 

」

ち
方
が
、そ
の
ま
ま
大
人
に
な
っ
て
も
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
0
･
1
･
2
歳
の
時
期
は
、基
本
的
な
体
の
動
き
が
発
達
す
る
と
き

で
、指
を
細
か
く
使
っ
て
目
的
の
あ
る
動
作
を
す
る
に
は
ま
だ
早
い
と
思

い
ま
す
。箸
の
上
手
な
持
ち
方
、使
い
方
は
、本
人
が
理
解
で
き
る
3
歳

こ
ろ
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。こ
れ
は
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
と
き

も
同
じ
で
す
。

す
く
す
く

    

子
育
て

す
く
す
く

    

子
育
て

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア

1213

【 お問い合わせ 】　ジェイエイ・アップル㈱ 工機センター  TEL. 22-4531 135万円～価格（税込） 

まちがえやすい言い回しや、誤読しやすい漢字

覚えておきたい！

今回はまちがえやすい言い回しや誤読しやすい漢字をあつめてみました。
みなさんが普段何気なく使っている言葉がたくさんありますよ。
間違って覚えているものがあるかもしれませんので、正しい日本語を使っているか見直してみましょう。

①  反古
②  完遂
③  婉曲
④  礼賛
⑤  相殺

⑥  施行
⑦  出生率
⑧  疾病
⑨  貼付
⑩  罹災

◆ 普段よく目にするけれど、誤読しやすい漢字です。

⑪  石楠花
⑫  躑躅
⑬  牛蒡
⑭  干瓢
⑮  糸瓜

⑯  茗荷
⑰  蓬
⑱  薇
⑲  蒲公英
⑳  鬼灯

正しく読めましたか？　答えは下に・・・・

◆ 花や野菜などの漢字です。

◆ 誤読が多い漢字です。

① ほご

② かんすい

③ えんきょく

④ らいさん　

⑤ そうさい

① 後悔 → あとで悔やむこと
② 未定 → まだ決まっていないこと
③ 最初 → 一番初め

① それは、的を得た質問だ

② 痛みで、おもわず眉をしかめた

③ 彼に、足元をすくわれた

④ 消息を、風のうわさに聞いた

① あとで後悔する 

② まだ未定です

③ 一番最初に行う

① 情けは人のためならず
     〔A〕 親切にするのは、その人の為にならない

     〔B〕 人に親切にすれば、相手のためになるだけでなく、
 やがては良い報いとなって自分にもどってくる

③ 気が置けない人
     〔A〕 気が許せない、油断できない人

     〔B〕 遠慮したり気をつかったりする必要がなく、
 心から打ち解けることができる人

② この親にしてこの子あり
     〔A〕 このような悪い親だから、こんな悪い子が生まれるのだ

     〔B〕 このような優れた親があってこそ、
 こんなに立派な子が生まれるのだ

▶ Q1の答え

① 的を得た → 的を射た
意味：うまく目標に当てる。転じて、うまく
要点をつかむこと。★的を得ると音が似
ているため間違いやすい。

② 眉をしかめた → 顔をしかめた
意味：痛みや不快のために､眉のあたりに
しわを寄せること。★眉はひそめるもの。

▶ Q2の答え ▶ Q3の答え ▶ Q4の答え

何気なく使ってしまう言葉ですが、
意味が重複していることがあります。

③ 足元をすくわれた → 足をすくわれた
意味：相手のすきをついて失敗させるこ
と。★すくわれるのは足。足元は間違い
です。

④ 風のうわさ → 風のたより　　　　　
意味：どこからともなく伝わってくるう
わさのこと。★うわさは耳にするもの。

すべて
〔B〕が正解。
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⑮ へちま

㉑ ざんまい

㉒ はつもうで

㉓ かせんしき

㉔ つきぎめ

㉕ ちょうずばち

㉛ まぶか

� ようや・く

� きそば

� こたつ

� あつかん

⑥ しこう

⑦ しゅっしょうりつ

⑧ しっぺい

⑨ ちょうふ
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⑲ たんぽぽ
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正月は読書三昧と決めていたが、友人に誘われて近所の神社へ初詣に行った。河川敷で落ち合い、契約

している月極駐車場に車を停めた。手水鉢で清めてから、参拝する。厳寒の中、境内を散歩しながら

思い出話に花が咲いた。隣人が会釈をして通り過ぎた。そばにいた愛嬌のある子供が手を振る。細雪

が降り出したので、帽子を目深にかぶる。漸くたどり着いた我が家で生蕎麦を食べた。炬燵にあたり

ながら熱燗をお猪口で一杯飲むと、寒さで凍えていた体に一入暖かく感じた。郵便物の中に頌春の

文字が見えた。欠伸をして瞼を閉じた。

どこが間違っているでしょう？Q1

重複の表現になっていませんか？Q2

どちらの意味でしょう？Q3

なんと読むでしょう？Q4

自分の行く道は、自分で決めたほうが

楽しいに決まっている。

マツダのその思いが、まったく新しい

デミオを生み出しました。

2WD（FF）AT車
JC08モード

新世代クリーンディーゼルエンジン

26.4km/L

今月の
一台
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まちがえやすい言い回しや、誤読しやすい漢字

覚えておきたい！

今回はまちがえやすい言い回しや誤読しやすい漢字をあつめてみました。
みなさんが普段何気なく使っている言葉がたくさんありますよ。
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③ 気が置けない人
     〔A〕 気が許せない、油断できない人

     〔B〕 遠慮したり気をつかったりする必要がなく、
 心から打ち解けることができる人

② この親にしてこの子あり
     〔A〕 このような悪い親だから、こんな悪い子が生まれるのだ

     〔B〕 このような優れた親があってこそ、
 こんなに立派な子が生まれるのだ

▶ Q1の答え

① 的を得た → 的を射た
意味：うまく目標に当てる。転じて、うまく
要点をつかむこと。★的を得ると音が似
ているため間違いやすい。

② 眉をしかめた → 顔をしかめた
意味：痛みや不快のために､眉のあたりに
しわを寄せること。★眉はひそめるもの。

▶ Q2の答え ▶ Q3の答え ▶ Q4の答え

何気なく使ってしまう言葉ですが、
意味が重複していることがあります。

③ 足元をすくわれた → 足をすくわれた
意味：相手のすきをついて失敗させるこ
と。★すくわれるのは足。足元は間違い
です。

④ 風のうわさ → 風のたより　　　　　
意味：どこからともなく伝わってくるう
わさのこと。★うわさは耳にするもの。

すべて
〔B〕が正解。
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正月は読書三昧と決めていたが、友人に誘われて近所の神社へ初詣に行った。河川敷で落ち合い、契約

している月極駐車場に車を停めた。手水鉢で清めてから、参拝する。厳寒の中、境内を散歩しながら

思い出話に花が咲いた。隣人が会釈をして通り過ぎた。そばにいた愛嬌のある子供が手を振る。細雪

が降り出したので、帽子を目深にかぶる。漸くたどり着いた我が家で生蕎麦を食べた。炬燵にあたり
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【 自 然 】
増田  涼　平野小学校 ５年

【 カレーをたべているぼく 】
湯本 優太　平野小学校 ２年

FA C E
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　ＪＡりんご･もも部会は、昨年11月22日に「ふじまつり」を信州中野
いきいき館で開催しました。会場には、贈答用・自家用のふじをはじめ、
前日に同会場で行われた品評会に出品された選りすぐりのふじが並
び、買い求めに訪れた多くの来場者で賑わいました。また、市外や県
外から訪れ、何箱も購入していく方も多く、車への積み込みや発送伝
票の準備など、部会役員やＪＡ職員が一丸となって対応に追われてい
ました。
　会場では、りんご即売会の他に越冬野菜の販売やきのこ汁のふる
まい、りんごの数当てクイズなどの企画もあり、訪れた来場者を楽しま
せていました。

信州中野いきいき館で
ふじまつり開催

（上）講習に参加した受講者　（下）完成したピンクッション

朝から多くの来場者で賑わった「ふじまつり」

多くの来場者が挑戦したりんごの数当てクイズ いきがい農業者の会役員に教わりながらもちつきを楽しむ園児

　ＪＡ女性部は自身の教養を深め、部員間の交流を図ることを目
的に、東京都にある家の光協会へ研修視察を行いました。
　視察前に訪れた、長野県のアンテナショップ「銀座ＮＡＧＡＮ
Ｏ」では、平日にもかかわらず多数の人で賑わっており、参加者
は店頭で売られているりんごの価格に驚いたり、中野市の商品
が入荷しているかなどを興味深く見学していました。
　その後、新宿区にある「家の光協会」へ伺い、協会が創刊か
ら大切にしている文化と協同の精神についてや、編集企画・方
針についてそれぞれの担当が誌面を作るにあたり、心がけてい
ることなどの説明がありました。説明を聞いた後に、実際に編集
部を見学し、出版前の作品や表紙写真の構成、読み手の立場
に立った編集など、編集部の方の熱意ある取り組みに参加者
からは「私たちＪＡ中野市女性部の活動も取材してほしい」と
いった声があがりました。
　佐藤初美女性部長は「家の光を購読している女性部員も多
く、私たちの生活と共にある雑誌ですので、質問も多く出て、有
意義な視察になりました。出された質問に対して編集部の方に
わかりやすく回答していただき、部員も大変満足しています」と
語っていました。

女性部が研修視察

　ＪＡレディースカレッジ第５回講座が昨年１２月１０日にＪＡ本所
で開催されました。今回は「手芸講座」。ペットボトルを再利用し
たピンクッションとキラキラまち針の作り方を学びました。　　
　ピンクッションは裁縫箱に入れる大きいものと、キャップを使
用した小さいものを作成し、小さいものは指に装着でき、縫い物
を行いながら使用できるため「かわいくてとても便利」と大変好
評でした。
　参加者は講師の綿貫當子さんのアドバイスを受け、楽しみな
がら華やかで温かみのあるピンクッションを完成させると「今まで、
縫い物は手間がかかって難しいと思っていましたが、こんなに簡
単に楽しく出来たので、今回の講習を参考にもう一度作ってみ
たい」と語っていました。

手づくりの温かみ学ぶ手芸講座

研修に参加した女性部員

【 奥行き感のある風景 】
中村  萌　中野平中学校 ３年

　いきがい農業者の会は、信州中野いきいき館で収穫祭を開催し、みなみ保
育園の園児４９人と、もちつき交流会を行いました。
　会員が栽培したもち米ときび２５kgを使い、園児たちは順番に杵を持ち、「が
んばれ、がんばれ」と友だちを応援しながら、リズムに合わせて元気にもちつきを
楽しんでいました。
　できたもちは、その場できな粉もちにして振る舞われ、園児たちはつきたてを
味わい、もち米と同様に会員が持ち寄った、野菜たっぷりのけんちん汁とともに
秋の味覚を口いっぱいにほおばっていました。
　同会は、農薬をなるべく使わず安全で安心な農産物を栽培し、地元の消費
者に提供することを目的に平成１１年に発足。総勢２４５人の会員は、会社を
退職した人や、農業の現役を退き、現在は農業を生きがいにしている人を中心
に構成されています。会長の小林重雄さんは「子供たちとのふれあいを大切に
しながら、活動の場を広げていきたい」と今後の意気込みを語りました。
　また、今回は家の光協会が同会を取材に訪れ、餅つきの模様と、設立した
経過や取り組みなどが、家の光平成２７年３月号の「地域情報東日本版」に掲
載される予定です。

いきがい農業者の会  収穫祭でもちつき大会
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　ＪＡりんご･もも部会は、昨年11月22日に「ふじまつり」を信州中野
いきいき館で開催しました。会場には、贈答用・自家用のふじをはじめ、
前日に同会場で行われた品評会に出品された選りすぐりのふじが並
び、買い求めに訪れた多くの来場者で賑わいました。また、市外や県
外から訪れ、何箱も購入していく方も多く、車への積み込みや発送伝
票の準備など、部会役員やＪＡ職員が一丸となって対応に追われてい
ました。
　会場では、りんご即売会の他に越冬野菜の販売やきのこ汁のふる
まい、りんごの数当てクイズなどの企画もあり、訪れた来場者を楽しま
せていました。

信州中野いきいき館で
ふじまつり開催

（上）講習に参加した受講者　（下）完成したピンクッション

朝から多くの来場者で賑わった「ふじまつり」

多くの来場者が挑戦したりんごの数当てクイズ いきがい農業者の会役員に教わりながらもちつきを楽しむ園児

　ＪＡ女性部は自身の教養を深め、部員間の交流を図ることを目
的に、東京都にある家の光協会へ研修視察を行いました。
　視察前に訪れた、長野県のアンテナショップ「銀座ＮＡＧＡＮ
Ｏ」では、平日にもかかわらず多数の人で賑わっており、参加者
は店頭で売られているりんごの価格に驚いたり、中野市の商品
が入荷しているかなどを興味深く見学していました。
　その後、新宿区にある「家の光協会」へ伺い、協会が創刊か
ら大切にしている文化と協同の精神についてや、編集企画・方
針についてそれぞれの担当が誌面を作るにあたり、心がけてい
ることなどの説明がありました。説明を聞いた後に、実際に編集
部を見学し、出版前の作品や表紙写真の構成、読み手の立場
に立った編集など、編集部の方の熱意ある取り組みに参加者
からは「私たちＪＡ中野市女性部の活動も取材してほしい」と
いった声があがりました。
　佐藤初美女性部長は「家の光を購読している女性部員も多
く、私たちの生活と共にある雑誌ですので、質問も多く出て、有
意義な視察になりました。出された質問に対して編集部の方に
わかりやすく回答していただき、部員も大変満足しています」と
語っていました。

女性部が研修視察

　ＪＡレディースカレッジ第５回講座が昨年１２月１０日にＪＡ本所
で開催されました。今回は「手芸講座」。ペットボトルを再利用し
たピンクッションとキラキラまち針の作り方を学びました。　　
　ピンクッションは裁縫箱に入れる大きいものと、キャップを使
用した小さいものを作成し、小さいものは指に装着でき、縫い物
を行いながら使用できるため「かわいくてとても便利」と大変好
評でした。
　参加者は講師の綿貫當子さんのアドバイスを受け、楽しみな
がら華やかで温かみのあるピンクッションを完成させると「今まで、
縫い物は手間がかかって難しいと思っていましたが、こんなに簡
単に楽しく出来たので、今回の講習を参考にもう一度作ってみ
たい」と語っていました。

手づくりの温かみ学ぶ手芸講座

研修に参加した女性部員

【 奥行き感のある風景 】
中村  萌　中野平中学校 ３年

　いきがい農業者の会は、信州中野いきいき館で収穫祭を開催し、みなみ保
育園の園児４９人と、もちつき交流会を行いました。
　会員が栽培したもち米ときび２５kgを使い、園児たちは順番に杵を持ち、「が
んばれ、がんばれ」と友だちを応援しながら、リズムに合わせて元気にもちつきを
楽しんでいました。
　できたもちは、その場できな粉もちにして振る舞われ、園児たちはつきたてを
味わい、もち米と同様に会員が持ち寄った、野菜たっぷりのけんちん汁とともに
秋の味覚を口いっぱいにほおばっていました。
　同会は、農薬をなるべく使わず安全で安心な農産物を栽培し、地元の消費
者に提供することを目的に平成１１年に発足。総勢２４５人の会員は、会社を
退職した人や、農業の現役を退き、現在は農業を生きがいにしている人を中心
に構成されています。会長の小林重雄さんは「子供たちとのふれあいを大切に
しながら、活動の場を広げていきたい」と今後の意気込みを語りました。
　また、今回は家の光協会が同会を取材に訪れ、餅つきの模様と、設立した
経過や取り組みなどが、家の光平成２７年３月号の「地域情報東日本版」に掲
載される予定です。

いきがい農業者の会  収穫祭でもちつき大会
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「 お雑煮 」

●１2月号の答え
1  … 木の枝が細くなっている
3  … あばあさんが居眠りしている
6  … 餅が途中で切れている
8  … ほおにあんこがついている

10 … 丸餅が切り餅に変わっている

短  歌　八代 悦子  選俳  句　芋川 菊水  選

　皆さんは、新年を迎えるに当たり
初詣には行きますか？初詣でお守り
やお札をいただく人も多いと思いま
す。このお守りやお札、普段はどう
扱い、最終的にはどのように返納し
たらよいかご存じでしょうか。
　お守りはその名の通り、かばんな
どに入れて常に身に着けることで、
自分を守ってくれる物。お札は一般的に神棚などに飾ります。しか
し最近は神棚がない家も増えていますので、その場合は、奉書紙
を当てその上にお札を貼り、南または東向きの壁の高い場所に設
置するのが良いとされています。奉書紙は半紙などで代用するこ
ともあるようです。どうしても壁に貼れない場合は、家具の上に置
いても問題ありません。神様はきれいな空間を好むといわれていま
すが、周辺を常にスッキリと整えておけば自然に気持ちも落ち着く
のではないでしょうか。
　お守りもお札も、基本的には一年が過ぎたら返納します。これ
は神様が清浄を好むからという理由と、新たな気持ちで一年の守
護を祈願するという意味があります。もちろん、どうしても思い出と
して持っていたい場合は返納しなくても大丈夫です。
　返納は、いただいた神社仏閣に直接お返しするのが一番です
が、遠方で行けない場合は、近くの神社仏閣でも受け付けている
ので安心してください。その際、神社の物は神社へ、寺院の物は
寺院へ返納しましょう。おたき上げ料を納めることもお忘れなく。ど
うしても元の場所に返納したい場合は、郵送で受け付けてくれると
ころもありますから問い合わせてみてはいかがでしょうか。
　いただいたときは大事に扱うお守りやお札。時間の経過ととも
にぞんざいな扱いに変わりがちです。気持ちを正す意味からも一
年、一年に区切りをつけ、感謝の気持ちで扱いましょう。

　お雑煮は全国各地に伝わる伝統的な行事食。年神様にお供え
したお餅を野菜や鶏肉、魚介類などさまざまな具材と煮込んで作っ
たことが由来で、お正月には欠かせない料理の一つです。もともとは
お正月だけではなく、武士の宴（うたげ）や祝いの席で必ず最初に振
る舞われる料理でしたが、その慣習からいつしか一年の始まりに「お
雑煮」を食べるように。去る年に感謝をし、新年の豊作や家内安全
を祈願しました。
　室町時代から現在に至るまで、長い歴史の中で愛されてきたお雑
煮は、地方や家庭によってその味付けや入れる具材、メーンとなるお
餅の形も千差万別。一わんに郷土色豊かな食文化が反映されてい
るのです。
　冬に旬を迎える小松菜やネギ、ダイコンやカブなどの根菜類、彩り
を添えるニンジンやユズなどは登場することが多い具の代表。カブは
「株を上げる」、青菜やハクサイは「名を上げる」、ダイコンやニンジン
は「紅白（めでたい）」、レンコンは「見通しが良い」、ワラビは「笑い」
に通じていて、縁起を担いで使われる野菜が多いことも特徴です。さ
らに野菜を輪切りにすることで「全て丸く収まるように」という意味を
表す地域もあるのだとか。新年への願いを具に込めることは、祝い
膳としての大切な要素。その思いを一つひとつ感じながら味わうと、
よりぜいたくなごちそうになりそうです。
　カロリーが高いお餅は効率の良いエネルギー源として近年アス
リートやスポーツ愛好家を中心に見直されている他、お肉や魚介類
からは良質のタンパク質が、季節の野菜からは体の調子を整えるビ
タミンやミネラルなどが摂取でき、「お雑煮」
はまさにバランスの良い健康食。寒い冬を
元気に乗り切るための先人の知恵がそこに
はあります。
　一年の福を呼ぶ郷土食「お雑煮」で、健
やかに良いお年をお迎えできますように。

ベジフル歳時記 片付け上手の整理術

ホームオーガナイザー　吉島 智美シニア野菜ソムリエ　KAORU

お守りやお札の取り扱い
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J A  I n f o r m a t i o n J A  I n f o r m a t i o n

12 
月
の
理
事
会 

〔 

主
な
内
容 

〕 

　はきはき喋る元気いっぱいの毅郎くんは、サッカーが大好き。将来
は、「長友選手の様なサッカー選手になりたい」と元気に答えてくれま
した。お菓子作りが大好きな舞ちゃんは、将来、パティシエになるのが
夢です。「いろんな果物を使ってお菓子をつくりたい」と笑顔で答えて
くれました。学校では２人とも、冬の寒さに負けず、友達と一緒に雪合
戦やかまくら作りなどをして元気いっぱいに遊んでいます。
　２人はとってもしっかり者で、毎朝、玄関から新聞を運んでくれたり、
休みの日には、家の農作業の手伝いなどを進んで行ってくれます。そ
んな、遊びもお手伝いも一生懸命な頑張り屋さん兄妹の笑顔が印象
的でした。

（父・湯本 祐輔さん、母・泉さん／中野市赤岩）

報
告
事
項

（１） 

各
専
門
委
員
会
等
の
報
告

（２） 

組
合
員
の
加
入
脱
退
等
の
報
告

（３） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

（４） 

部
分
直
接
償
却
実
施
債
権
の
現
状
と
今
後
の
回
収・処
理
方
針
に
つ
い
て

（５） 

ジ
ェ
イ
エ
イ・ア
ッ
プ
ル
㈱
、中
野
市
農
協
運
輸
㈱
の
１１
月
末
期
中
決
算
に
つ
い
て

（６） 

そ
の
他

協
議
事
項

（１） 

１１
月
末
実
績
検
討
に
つ
い
て

（２） 

１１
月
末
期
中
決
算
及
び
決
算
見
通
し
に
つ
い
て

（３） 

長
期
計
画
の
総
括
に
つ
い
て

（４） 

平
成
２７
年
度
事
業
計
画（
基
本
方
針・実
施
方
針
）案
に
つ
い
て

（５） 

平
成
２７
年
度
農
業
総
合
生
産
計
画
に
つ
い
て

（６） 

平
成
２７
年
度
役
員
報
酬
の
諮
問
に
つ
い
て

（７） 

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

（８） 

出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

（９） 

そ
の
他

① 決済日の表示がない場合
　 ⇒ 通常決済（翌月決済）

購買供給伝票（納品書）の表示が変更になりました
　12月1日からの購買システム変更に
伴い、供給伝票の表示に一部変更が
生じましたのでお知らせ致します。ご不
明な点は最寄りの事業所にお問い合わ
せ下さい。

年金無料相談会
～ 毎月第３火曜日は年金相談の日 ～

【 開 催 日 】 １月２０日（火）
【 開催時間 】 午前１０時～午後３時まで
【 会　　場 】 ＪＡ中野市 暮らしのマネープラザ 絆
 長野県中野市大字吉田902-1
 （☎23-2285）

お越しの際は、認印と「ねんきん定期便」などの
年金に関する書類をお持ちください。
皆様のご来場をお待ちしています。

ローソン●

●モービル

●ガスト
●蔦屋

志賀中野道路

信州中野駅

292

ユニクロ●

マクド●
ナルド　

●
アップル
シティー
なかの  

暮らしのマネープラザ 絆
●ジェイエイ・アップル㈱
　工機センター

※当月の決済内容については、
　「購買品請求書」にてご確認下さい。

② 決済日の表示がある場合
　 ⇒ 締め月が表示されますので、
　 　 実際の決済日はその翌月と
　 　 なります。

① 表示なし ⇒ 翌月２１日決済

② 表示あり ⇒ 締月が表示されます。
 実際の決済は表示月の
 翌月となります。

湯本 毅郎（たけろう）くん（8歳）
　　  舞（まい）ちゃん（7歳）

我
が家
の

我
が家
の

元気
っ子

元気
っ子
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今 月 の ク ッ キ ン グ

携帯電話からも
レシピを紹介して
います。
こちらからどうぞ

「今月のクッキング」では皆さまからのオリジナルレシピを募集します。
食材は旬の地元農産物であればなんでもOK。
編集部までご連絡ください。お待ちしております。

サラダ感覚で楽しめる、

お正月の定番

「なます」を一工夫♪

干し柿入り紅白なます

①ダイコンとニンジンは皮をむき、短冊切りにする。（ニンジ
ンはダイコンより薄めに切る）

②3％の食塩水を作り、❶を10分程度漬ける。しんなりと
したら、よく水気を絞る。

③ユズの皮1/2個分を千切りにし、果汁は搾る。昆布は
千切り、赤唐辛子は種を除き細い輪切り、干し柿は太
千切りにする。

④酢、蜂蜜、ユズの果汁、昆布、赤唐辛子を混ぜた中に、
よく水気を切ったダイコンとニンジンを加え、優しく混ぜ
合わせる。

⑤30分以上なじませてから、器に盛り、ユズの皮を添える。

作り方

材料（２人分）

①生鮭、豆腐、野菜類は食べやすい大きさに切る。薬
味のネギは細切り、すだちは2等分にする。

②練りごまと白みそに温めただし汁を少量すつ加え、溶
いておく。

③土鍋などにスープの材料を入れ、中火で温める。
④❸に具材を加え、牡蛎と鮭に火が通ったら器に取り

分け、お好みの薬味でいただく。

作り方

材料（２人分）

美肌・

アンチエイジング・

抗酸化パワー効果が

たっぷりのお鍋♪

ダイコン ················
ニンジン ·················
干し柿 ···············
ユズ ·······················
昆布 ·····················
赤唐辛子 ················

200ｇ
30ｇ

1～2個
1個

1cm
1本

塩 ························
酢 ················
蜂蜜など ············

〔3％の食塩水〕
 水 ····················
 塩 ·············

適量
大さじ2～3

大さじ1

500ml
大さじ1程度

白ごま風味の豆乳鍋

牡蛎 ··················
生鮭 ···············
豆腐 ················
ハクサイ ··········
シイタケ ··············
ネギ ···················

〔薬味〕
 ネギ ·················
 すだち ···············
 食べるラー油 ····

8個
2切れ
一丁

200g
4枚
2本

少々
 1個
適量

〔スープ〕
 だし汁 ··················
 豆乳 ····················
 練りごま（白） ····
 白みそ ············
 酒 ·······················
 塩 ·······················
 しゅうゆ ················

300ml
500ml

大さじ3～4
大さじ3～4

大さじ1
小さじ1
大さじ1
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